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都市再生整備計画　事後評価シート

中津市中心拠点再生地区

令和２年１２月

大分県中津市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 210ha

交付期間 0.494

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

交付期間
の変更

2,582百万円

中津市中心拠点再生地区（地方都市リノベーション事業）

平成26年度～30年度 令和2年度事後評価実施時期

大分県 市町村名 中津市

交付対象事業費

地区名

事業名
道路事業（片端町通り線他3路線）、地域生活基盤施設（蛭子町広場（仮称））、
高質空間形成施設（枝町寺町線他2路線）

なし

数　　値

平成26年度～30年度

なし

国費率

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

数　　値

その他の
数値指標２

今後の対応方針等

令和3年4月

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

博物館として整備することにより、入館者数が大きく
上昇し交流人口が増えている。

狭小道路の解消や、歴史を感じることができ
る景観形成などの事業により当該地区の人口
減少に対し一定の効果があったと考えてい
る。

周辺道路の高質化、歩きながら歴史が感じら
れる道路沿道の景観形成などの事業を行った
ことにより一定の効果があったと考えている。

-

モニタリング 中間値の測定 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

NPO法人中津まちなみ会、景観まちづくり協議会
都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

引き続き、協働してまちづくりのための事業・意見交換を実施していく。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

景観形成を実施するNPO法人中津まちなみ会との協働

引き続き市内の景観形成のための事業・意見交換を実施していく。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

新たに追加し
た事業

道路事業（新堀町通り線）、高質空間形成施設（新堀町通り線）

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

指標への影響については目標値を下方修正する。

利便性が大きく向上することが期待される。
指標への影響については目標値を上方修正する。

 ５）実施過程の評価

本地区で実施した民間建築物の景観形成補助事業に関して他の地区からも同様の補助への要望があがっており、市民全体の景観に対する意識が高まっている。
まちなかを散策している人が増え、民間団体が主催する城下町のウォーキングイベントへの参加者も年々増加している。
また、城下町エリアに飲食店などの新規出店が増えてきており、歴史を感じさせる景観形成の効果が現れてきている。

その他の
数値指標３

事業によって整備された広場や道路等を活用
したイベントが新たに開催されるようになっ
た。

－16,050 Ｈ26 16,434
 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

児童館の入館者数 回/年
その他の
数値指標1

指標1

指　標

指標２

福沢記念館の入館者数指標３ Ｈ30

Ｈ30

41,283 -△

○

令和3年4月

中心市街地の居住人口の
割合

％ 23.0 Ｈ25 23.2 23.4

Ｒ1 －

フォローアップ
予定時期

交流の促進、回遊性の向上のための事業を追加

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

67,964

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

博物館の入館者数 人/年 3,588 Ｈ24 4,227

23.9

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人/年 34,384 Ｈ24 38,296 36,152

 １）事業の実施状況

計画期間内での事業執行の見込みがないため、計画から削除し
た。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路事業（山ノ神・森ノ丁線他6路線）、公園事業（中央公園）、地域生活基盤施設（蛭子町広場（仮称）・片端町駐車場・観光誘導サイン設置）、高質空間形成施設（枝町・寺町線他11路線、中津駅北口広場・いどばた公園トイレ・トイレ
施設整備）、地方都市リノベーション推進施設（博物館）、既存建造物活用事業（地域交流センター）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響



様式２－２　地区の概要

単位：人／年 3,588 Ｈ24 4,227 Ｒ1 67,964 Ｒ1

単位：人／年 23.0 Ｈ25 23.2 Ｈ30 23.9 Ｈ30

単位：人／年 34,384 Ｈ24 38,296 Ｈ30 36,152 Ｈ30

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

【博物館周辺の交流人口の増加】
・博物館建設により、一定数の交流人口の増加がある。博物館を拠点として周辺の観光施設や商業施設へ波及させていく。
【まちあるきの促進】
・整備された回遊ルートを人が歩きたくなるような仕掛けづくりを行っていく。
【城下町のまちなみ景観】
・城下町の風情を感じられるまちなみ景観を守っていく。
【回遊ルートの整備】
・まちあるきをする人が快適に過ごせるよう、周辺景観の向上、道路環境の整備を行っていく。
【空き家・空き地の利活用】
・旧城下町エリアは当時の町割りが今も残る重要な場所となっている。その町割りや景観を損なうことなく、利活用を検討していく。
【新規施設の利活用促進】
新しく整備した博物館、児童館、交流施設について市民への施設の周知、イベントの開催等により利活用を促進していく。

まちの課題の変化

【達成されたこと】
・博物館の建設および、老朽化した歴史民俗資料館のリノベーションができた。
・交流施設を整備、また駅前広場を整備し、市民の憩いの場となっている。
・回遊ルートを設定し、道路の高質化や周辺にトイレの整備を行ったことで回遊性が向上した。また、景観形成補助事業により歴史を感じることができる景観形成が推進された。
・中心市街地内で博物館及び、児童館の建て替えが行われた。
・景観形成補助事業や周辺道路の高質化により、城下町のまちなみの保存が推進された。
【残された未解決の課題と新たな課題】
・一部、高質化を計画していたが実施に至らなかった路線がある。
・今後増加が懸念される空き家、空き地の利活用。
・新規で整備した施設の利活用促進

大目標「城下町中津の歴史と文化に根ざした、まちの魅力を再構築するまちづくり」
　目標１．城下町中津の歴史・文化を身近に感じることのできるまちづくり
　目標２．「まちなか」に居住することの良さを実感できるまちづくり
　目標３．来訪者がまた来てみたくなるまちづくり

中心市街地の居住人口の割合

博物館の入館者数

福沢記念館の入館者数

目標値 評価値

中津市中心市街地地区（大分県中津市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

地方都市リノベーション事業計画区域

【まちづくり活動支援事業】

啓発・研修活動等

【道路事業】

米町博多町線 他1路線

【地域生活基盤施設】

観光サイン設置事業

【道路事業】

龍谷高校西通り線

【景観形成事業】

修景補助

【道路事業】

山ノ神・森ノ丁線

【高質空間形成施設】

いどばた公園トイレ整備事業

凡 例

基幹事業

効果促進事業

【高質空間形成施設】

豊後町姫路町線

（都市再生整備計画事業）

【既存建造活用事業】

小幡記念地域交流センター（仮称）整

備事業

【高質空間形成施設】

中津駅北口駅前広場

改修整備事業

【道路事業】

西堀端・西ノ丁線

【高質空間形成施設】

汐湯前通線

【高質空間形成施設】

姫路町新博多町線

【道路事業】

【高質空間形成施設】

丸山町大江神社西通り線

【地域生活基盤施設】

片端町駐車場

中津駅

市役所

中津城

【地方都市リノベーション推進施設】

市立博物館（仮称）整備事業

【道路事業】

丸山町公園地線

【道路事業】

新魚町線

【公 園】

中央公園整備事業

【高質空間形成施設】

新堀町通り線

（都市再生整備計画事業）

【児童館整備事業】

児童館整備事業

【高質空間形成施設】

トイレ施設整備事業

（都市再生整備計画事業）

【環境施設整備事業】

環境施設整備事業

【高質空間形成施設】

三ノ丁線

【道路事業】

上ノ丁・森ノ丁線

【高質空間形成施設】

京町・日ノ出橋線

市立博物館整備事業

丸山町大江神社西通り線

トイレ施設整備事業

観光サイン設置事業

まちづくり活動支援事業

まちなみ歴史探検

景観形成補助事業


